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平成 24 年度第 3回北広島市市民協働推進会議 会議概要 

日  時 平成 25 年 1 月 28 日（月）午後 7：30～ 

場  所 市役所本庁舎２階会議室 

出 
 

席 
 

者 

委員 

（5 名） 
朝賀委員、中林委員、竹村委員、井関委員 

事 務 局 岩泉企画財政部長、川口行政推進課長、及川主査、大原主査、杉山主査 

傍 聴 者 なし 

会議次第 

 

1 開会 

 

2 議題 

（1）公益活動事業補助金制度の見直しについて 

 

3 事務局からの説明 

（1）「テーマ設定型方式」のテーマの設定について 

 

4 その他 

（1）次回会議の開催時期等について 

 

5 閉会 

配布資料 
【資料 1】北広島市所轄ＮＰＯ法人活動分野別一覧 

【資料 2】市民意識調査 調査結果 
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1.開  会 

事務局：会議の成立を報告 

会 長：只今より、平成 24 年度第 3回市民協働推進会議を開催いたします。 

     

2.審議事項 

会 長：それでは、審議事項「公益活動事業補助金制度の見直しについて」一括して事務局に説

明を求めます。 

事務局：《① 「テーマ設定型方式」の追加について②初動支援コース」の廃止について③テーマ

設定型方式の補助率緩和について④その他補助金の内容の変更について議案書に沿って

説明》 

会 長：只今の事務局からの説明に関しまして、意見や質問はありますか。 

Ａ委員：ボランタリーな活動とあるが、市としては明確な基準を持っているのでしょうか。 

事務局：明確な基準はもっておりません。プレゼンや団体から出される提出書類などを通して、

最終的に市民協働推進会議の中で御判断いただくことになります。 

Ａ委員：ボランタリー性が高ければ 3 分の 2 補助、少し低ければ 2 分の 1 補助というふうに判断

していくことになるのでしょうか。 

事務局：事務局案では「テーマ設定型」に合致する事業であれば 3 分の 2 補助、「自由提案型」

で申請された事業であればボランタリー性の高い低いに関係なく 2 分の 1 補助と考えて

おります。 

Ａ委員：今年度補助金に対して応募がなかった原因の一つに公益活動団体側がこの補助金の存在

を知らないことも考えられるので、ＰＲ方法にも工夫が必要だと考えますが、どうでし

ょうか。 

事務局：広報やホームページに掲載し、また、市内のＮＰＯ法人には直接郵送でご案内するなど

しておりますが、委員がおっしゃるとおりＰＲ方法にも更に工夫が必要であると考えて

おります。 

Ｂ委員：私もＰＲ方法を工夫していくことは大変重要だと思います。 

会 長：市側には、より一層応募数が増えていくよう工夫を重ねていってほしいと思います。 

また、推進会議にも責任の一端があるので、この補助金が応募しやすい補助金となるよ

う今後も工夫を重ね、市と推進会議が一緒になって北広島の市民協働を活性化させてい

くという共通認識を持って進めていくべきだと思います。 

他に意見や質問はありますか。 

Ｃ委員：補助限度額が「テーマ設定型」「自由提案型」共に 30 万円だと、仮に補助対象経費が

60 万円であった場合、どちらも 30 万円になってしまうこともあり、また、市がテーマ

を設定して誘導していることもあるので、例えばテーマ設定型を 40万円、自由提案型を

20 万円にするなど、差をつけても良いのではないか。     

事務局：持ち帰って検討し、次回会議において再度御提案させていただきます。 

会 長：他に意見や質問はありますか。 

委 員：ありません。 

会 長：事務局が持ち帰って検討する部分もありますので、本日事務局から提示された審議事項

公益活動事業補助金制度の見直しについては、次回会議の場で正式に決定したいと思い

ます。 

■会議録 
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会 長：それでは続いて、「テーマ設定型方式」のテーマの設定について事務局に説明を求めま

す。 

事務局：《参考資料等を使いテーマを設定するにあたっての留意事項等について説明、また、次

回会議に事務局案を提示するので、審議のうえ決定していただきたい旨説明》  

会 長：今の事務局からの説明に関しまして、質問やご意見はありますか。 

Ｄ委員：次回会議の場で、設定テーマを一言一句まで固めてしまうのでしょうか。 

事務局：そこまでは考えておりません。事務局が提案する設定テーマに対して委員皆さまからご

意見をいただき、最終的な詰めの作業は事務局で行いたいと考えております。 

Ｄ委員：わかりました。 

会 長：他に何かご質問はありますか。 

委 員：なし 

会 長：それでは、会議次第 4番次回会議の開催時期等について、事務局よりお願いします。 

事務局：次回会議につきましては、2 月 19 日若しくは 2 月 20 日のどちらかに開催したいと考え

ておりますが、ご都合はいかがでしょうか。 

    《2 月 19 日（火）午後 6時 30分開催で合意》  

会 長：それでは次回会議は 2月 19 日（火）午後 6時 30分から開催します。 

これで平成 24年度第 3回市民協働推進会議を終了します。 

    皆さま大変お疲れさまでした。 

 

 

 

会議録署名委員                      

 


